
 

報道関係者各位 

 

「インフルエンザ警報」の発令について 
 

  山形県感染症発生動向調査第 52 週（12 月 23 日～12 月 29 日）におけるインフルエンザ定点

医療機関（県内 46 ヵ所）からのインフルエンザ患者報告数が一定点あたり 30.28 となり、国

立感染症研究所の警報レベルである「30」以上となったことから、本日、「インフルエンザ警

報」を発令します。 

つきましては、県民の皆様への注意喚起に御協力くださるようお願いします。 
 

 

１ 最近の一定点医療機関あたりの患者報告数            （ ）内は報告人数 

地区別 
令和元年第 50 週 
（12/9～12/15） 

令和元年第 51 週 
（12/16～12/22） 

令和元年第 52 週 
（12/23～12/29） 

山形県 １６.１３（   742 人） ２６.４３（  1,216 人） ３０.２８（  1,393 人） 

 山形市 ２０.２０（    202 人） ３３.９０（   339 人） ２６.６０（   266 人） 

 村 山 ２２.００（   220 人） ３２.７０（   327 人） ４２.７０（   427 人） 

 最 上  ８.２５（    33 人） １６.００（    64 人） ２６.７５（   107 人） 

 置 賜 １８.８９（   170 人） ２７.７８（   250 人） ４０.８９（   368 人） 

 庄 内  ９.００（   117 人） １８.１５（   236 人） １７.３１（   225 人） 

全 国 １５.６２（ 77,425 人） ２１.２２（ 105,221 人） １月 10 日（金）公表予定 

 

 

２ インフルエンザについて 

・ １～４日間の潜伏期間を経て、突然の高熱とともに、関節痛、筋肉痛などの全身症状が

現れるのが特徴で、のどの痛み、鼻汁、咳などの症状がこれに続きます。普通の風邪と比

べて全身症状が強いのが特徴です。 

・ 飛沫感染と接触感染により感染します。 

 

３ インフルエンザの予防について 

・ 患者の咳やくしゃみ等の飛沫によって感染しますので、「こまめな手洗い」、「適度な湿

度管理」による予防を心がけるとともに、かかったと思ったら速やかに医療機関を受診の

うえ、「咳エチケット」でまん延防止に努めましょう。 

・ 高齢者や乳幼児が感染すると重症化する場合があります。重症化を予防するには、イン

フルエンザワクチンの予防接種が効果的です。 
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